
 

1. はじめに 

本大学入学者に対し，化学の基礎知識を問う

プレテストを実施している．成績格差や低学力

層の存在はもとより，15分の解答時間にさえ集

中できず白紙提出する学生が多々見られること

が深刻な問題である．このような学生の特性と

して，高校理科の履修科目数が少ないこと 1，勉

強習慣のなさ，将来に対する目的意識の欠如な

どが挙げられる． 

NHK 教育テレビで 2002 年より放送されてい

る「ピタゴラスイッチ」はこどもの考え方を刺

激し，スイッチとなる幼児向けの教育番組であ

る 2．特に「ピタゴラ装置」は見ているうちにい

つしか大人も画面にひきつけられ，連鎖する運

動を目で追わずにはいられない人間の動物的本

能を呼び覚まし，科学的探究心を刺激して養っ

ているように思われ，「考えるきっかけ」を与え

る方法論としてすこぶる有効である． 

 

2. 研究の目的，内容，および方法 

教育創造工学科はものづくりのできる理数

系教員を目指す教員養成課程の学科である．学

生が将来教員となり，こどもに様々な体験を与

えられるようにするためには彼ら自身にやって

みようと思わせることが必要である．そこで，

考えるスイッチに「ピタゴラ装置」を雛型とし

た連鎖反応を用いることにした．従来の装置は

力学的な運動の連鎖で構成されるが，その中に

化学反応を取り入れて構成した装置（以降，化

学的ピタゴラ装置とよぶ）を製作する．教員志

望の学生と製作することにより，創造・想像力

を豊富に持った理科教員の養成を行うことを目

的とした． 

化学的ピタゴラ装置計画は 2 つの段階から

構成した．1）装置の製作：要素の作成，つなぎ

の作成，装置の組み立てを行った．2）装置の公

開：動画や展示実演による公開を行った．  

1）化学的ピタゴラ装置は「要素」と「つな

ぎ」から構成し，「要素」には印象に残りやすい

化学的および物理学的な反応を取り入れた．「つ

なぎ」には要素から要素へ反応や運動を伝える

役割を持たせ，球体の運動を取り入れた．作成

した要素とつなぎを接続し，ひとつの連鎖的な

装置を製作した． 

2）本装置の公開は動画で行った．製作した

装置は成功率や精度の問題があり，運動の速さ

や反応の種類からも動画撮影が必要であった．

さらに，インターネットでの公開も行った． 

 

3. 結果 

要素には変化がわかりやすいことを重視し

て候補を選定し，次に挙げる予備実験を行った． 

＜化学的要素＞・溶液の呈色反応（アンモニア

の噴水，信号反応）・炎色反応・ボルタ電池 

・フィルムケース電池・メントスガイザー 

＜物理学的要素＞・リニアモーター・ペットボ

トルカー・ループコースター・ガウスの加速器・

結晶格子パズル 

このうち反応の安定性や安全性から適した

反応を要素として採用し，つなぎと接続してひ
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